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５
温州ﾐｶﾝの施設栽培における高品質果実

の多収生産技術

課題名 分類 ①

(4)温州ミカンの早期加温栽培における植物ホ

ルモン、ピーエー液剤散布による発芽・着

花促進

試験研

究年次
1～２年（完了）

Ｉ目的

温州ミカンの早期加温栽培において、加温後の発芽や着花促進のためのビ

一エー液剤の処;理方法について検』討し、安定多収技術,砿立に資する ⑨

Ⅱ試験方法

１ピーエー液剤の散布時期及び濃度と加温後の生育

供試品種ｶﾗﾀﾁ台２年生石塚早生（鉢植え）

試験場所園芸研究所果樹圃場

処理方法１年７月中旬にせん定して夏枝を発生させた樹を１２月１日に最低

温度２０℃のガラス室に搬入した。上､｡-ｴｰ液剤は１２月１日の加温開始

直後及び加温５日目の１２月５日に、それぞれ濃度200倍（150ppm)、

400倍（７５ppm)で散布した。

散布量は100cc／1樹で、１区1樹３反復とした 。

２ピーエー液剤処理に対する葉面散布剤の影響

供試品種ｶﾗﾀﾁ台２年生宮川早生（鉢植え）

試験場所園芸研究所果樹圃場

処理方法２年７月中旬にせん定して夏枝を発生させた樹を１１月２７日に最低

温度２０℃のガラス室に澱入した。上
｡｡

ー エー液剤は加温開始直後に濃

度200倍（150ppm)､400倍（75ppm)で散布を行い、それぞれ上､.‐ｴー 液剤

単用区と葉面散布剤のｱﾐﾉﾒﾘﾂﾄ青（N:Ｐ:K＝７:４:３)を500倍混用する

区を設けた。混用区は加温５日後にも同じ濃度でｱﾐﾉﾒﾘﾂﾄの２回目

散布を行った ｡

‘散布量は100cc／１樹で、１区１樹３反復とした。

Ⅲ 主要成果の概要

加温開始時にピーエー液剤を散布することにより発芽及び開花期が揃い、

着花量を確保できる。また討葉面散布剤を混用すると着果率が高まり、安定

生産が可能となる。

１加温後の発芽や着花が不良となるおそれがある場合は、加温開始当日に

ピーエー液剤を400倍で散布すると着花が揃い、着花数も多くなる。遅れて

散布すると発芽促進効果が劣り、着花数も少なくなる。

２ビーエー液剤散布すると着花数は多くなるが、着果率が低下しやすいの

で葉面散布剤のアミノメリツト液剤を500倍で混用して散布すると着果率

が向上する。

－２０２－



－２０３－

Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表ﾋｰｰｴｰ液剤散布と加温後の着花（着葡）数の推移（1年）
散布上､､-ｴー 液剤
月日散布濃度 -,z7rf萱#誤嘉豊}ブ:i二面-２

満開開花
５月・日期間

１２／１４００倍４７４４４６４６一一１．３９日
１２/５２００倍８６８６８３８３一一１．６８日
１２/５４００倍２４２５２４２４一一１．９１０日
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第２図上9.-ｴー 液剤散布と着蒲・着果数(１年）

第２表ﾋｰｰｪｰ液剤散布における葉面散布剤ｱﾐﾉﾒﾘﾂﾄの混用効果（2年）

200倍６９３．４４０４６８６３．４４１２/296
200倍500倍５４５．０２５３１５６７．５１３１２/317
400倍４７５．１１５４１５６８．２１５１２/3１７
400倍500倍３９１．０８４４５２９．９１９１／２９
注果は詞果母１００たり

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１温州ミカンの早期加温栽培での発芽及び着花を安定させ、収堂を硫保す

る対策技術として利活用でき、植物生長調節剤使用基準並びにハウスミカ

ン栽培暦に記載した。

２使用に際しては濃度に注意し、生育を揃えるため樹冠全面散布とする。

また、散布後は生;理落果に注意し●温度管理に努める。

Ⅵ…今後の：研究上の問題点

連年散布した場合の樹の生育への影響についての検討

Ⅶ涜料名

１１～２年度福岡県農業総合試験場果樹関係試験成績書

２元年度常緑果樹試験成綬概要集（農林水産省編）


